（５）相田市（長瀬）
相田市の起源と歴
　旧暦２月１５日は、長瀬勝福寺附近において毎年賑やかな相田市が催される。この相田市の始まった歴史は

史
古いが、その沿革については詳しいことが伝えられておらず、また資料も見当たらない。従って古老の話しに頼るほかはないが、しかしその内容については人によってさまざまな説がある。そこでまず昭和４３年に長瀬の坂本為三郎（当時９１才）井坂賢治（当時９３才）両人から聞きとった話しと、石見和信から寄せられた意見を掲げて１つの資料とする。なお相田市は現在長瀬神社に合祀されているため、神事行事としてこの項に掲載した。まず坂本、井坂両人の聞き伝えられた話しは次のようである。
坂本・井坂両古老
　昔、天神川が橋津川に合流していた頃、年代は不明であるが大洪水があったという。そのとき天神川の流域
の談話
にそっていた「字相田」（現在の「惣田」と思われる。）に大洪水が引いたあと１個の仏体とも神体とも見定まらぬものが流れついていた。そのものを誰か分からぬが拾って帰り、長瀬の観音さんに相田さんという田の神として合祀したという。その後永い間そこにまつられ、７月１７日の晩には夜を徹して盆踊りが続けられていた。（この踊りは観音祭りとも兼ねられていたとも思われる。）

　明治の時代になって、「相田さん」は我々百姓の神であり田の神であるから、独立した祠を建てて祀るべきだとの考え方が強くなり、長瀬の村木林助（村木林三郎ではないかと思われる）が津村武男の北西側にあった大松の附近に、１間に２間半ぐらいの祠をつくり相田さんを祀った（その頃山陰道はその附近を通っていた）。そのとき初めて小さな市が２月１５日にたてられ、百姓の冬仕事に作ったナワ、ビク、ミノなど藁製品が出された。この市が今の相田市の始まりである。

　年がたつにつれて市はだんだん賑やかになって酒屋とか、めし屋も立ち並ぶようになり、今と違って乗り物などもなく１日がかりで市にくる人も多くあった。

　その後数年したころ（明治１６～１９年頃）山陰道の改修が行なわれて現在の村中を走る旧国道がつき、いわゆる表街道となって旧街道に取って変った。したがって相田市も旧街道では不便なことが多く、また、新街道附近の有力者が強く運動したこともあって、市が始められてから約１０年くらいで現在の場所に移ったといわれる。

　いっぽう相田の御神体を祀る祠はいつしかこわれ、その管理に困った関係者は長瀬神社に合祀して貰うよう働きかけ、現在長瀬神社の一隅に祀られている。


　この相田市の起こりについて考えてみるのに、当時の農業経営は現在と違って原始的農耕で、家族的小規模経営が続けられていた。とくに地租改正以来小作料やその他の負担金の増大したことによって自作農民の減少がめだち、農民生活はますます苦しくなり、その生活状態は今の感覚では想像もできない程で、農作物は換金できるものはすべて売り払い、自分の家にはクズ米や大根の葉などを残し、米と麦が半々ぐらいの食事が普通であったという。

　こうした農民生活の中で、生活を助ける現金収入は日雇あるいは家庭内職などによるものがあったが、これとて微々たるもので、生活を向上させるためには程遠いものであった。したがって、農民は冬の農閉期には農作業や日常生活に必要な藁製品を作って貯え、日常の生活費支出を押さえていた。ここに目をつけ、冬仕事に作った藁製品を売れば生活の助けにもなり、また、買うほうにしても好きなものが自由に手にはいるという、農民のための流通機構と「市」をたてることが考えられたものであろう。百姓にしてみれば、暇こそかかるが材料費はただであり、売れたものは純収入となって、市に加わる人は年々多くなっていったものと思われる。

（註）字「惣田」の意は、他の町村にもよくある地名で、絶家、逃散等で籍が欠所となり、無地主、無作人の田を部落そう作で

　　　年貢を上納する責任を果たした厄介な田のことであった。―前編Ｐ１６７参照―従って現在の「惣田」はあるいは「相田」で

　　　あったかも知れないが、これを証するものは見当たっていない。
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出雲佐太神社との
　次に石見和信の意見によれば、「さあたさん」の御神体は島根県鹿島町（合併前佐田村）にある「佐太神社」
関係
から勧請してきたものでなかろうか。その根拠としては、（１）「相田」は「佐太」あるいは「佐田」から訛ったものでないか。（２）相田市で売られる農具、農産物の市と同じようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くだ),管)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かゆ),粥)祭（祈年祭・御種祭ともいう）が佐太神社で２月１５日に行われる。（３）佐太神社は百姓の神として崇敬され、おこもり堂に一夜を過ごして神社境内の砂を持ち帰り、それを水田の取水口にまいて豊作を祈った風習がある。今でも毎年参拝して砂を持ち帰る人もあるという。

　こうしたことから考えて、時期は不明だが農民の神として勧請したものでないかということである。

　上の記事には、昭和３７年発刊の鹿島町誌にある佐太神社の掲載記事を参考に書き加えた内容もあるが、この佐田神社のことにつき、同誌の中に「出雲風土記に『佐太御子社』と記載され、延喜式には佐陀神社を秋鹿郡十座の筆頭に置き、また九条家蔵本延喜式には『佐陀大社』とあり、固より祭神の御本名は不詳なれども、地名を負いて佐太と称し、御功績を称えて大神と呼ばれ給いしを見れば、大神の宮居たりし所、所謂狭田ノ国を中心として神威の顕揚ありしことを察するに難からず云々」とあるところからみて、この地方で大きな勢力を持っていた神社である。

　このように「相田さん」の起源は他にもあるようだが、いずれにしても相当古い時代から続いた神社との関係の深い行事であり、今なお旧暦２月１５日は、長瀬神社附近の通りには行商人が早朝から場とりをして店を張り並べ、近郷の人も夜の明けるのを待って早朝から大勢押しかけて盛況を呈している。

　尚現在「相田さん」の祀られている祠は、長瀬神社の正面に向かって右側の祠に安置されていることになっている。
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